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（メッセージ） 

 これまで、ショウジョウバエおよびマウスにおいて神経系の発生を研究してきましたが、

現在では神経細胞の特異性獲得と移動の分子機構に特に興味を持っています。神経細胞は

個々の形質を獲得することによって、固有の移動様式を選択すると考えられるのですが、

移動様式選択の分子機構についてはほとんど何もわかっておりません。しかしながら、遺

伝子導入によって神経細胞の移動様式を変えることのできる Ptf1a という転写因子を研究

することが手がかりになるのではないかと考えています。そして、神経細胞の移動方向の

決定に RhoファミリーG蛋白質がいかに関わっているのか、調べて行きたいと思っており

ます。また、神経細胞の移動そのものにも Rac1や様々なエフェクターが関与しているであ

ろうと、考えています。趣味は、ワインです。 
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マウス遺伝学を用いた、細胞系譜マッピング 


